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第４ 章 構想に関する施策の展開 

 

分野横断施策 ウェ ルネスシティ の構築に向けた分野横断的な取組 

 

 基本施策１   健幸アンバサダー（ 歩
ポ

ジティ ブさ ん） の養成 

 

施策の方針 
  

〇こ れまでの既存の制度・ 仕組みを 活用し ながら 、 健幸なまちづく り の推進役と なる健

幸アンバサダー（ 歩
ポ

ジティ ブさ ん） を養成し 、 健幸なまちづく り を推進し ます。  

 

 

評価指標 

項 目 現状値 
（ 2021 年度）  

2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 
（ 目標）  

健幸アンバサダー（歩
ポ

ジティ ブ さ ん） 

登録者数 
未実施 0 20 30 50 

健幸アンバサダー（歩
ポ

ジティ ブ さ ん）の

養成事業数 
未実施 0 2 3 5 

 

重点施策 

項 目 内 容 

新規 

健幸アンバサダー

（ 歩
ポ

ジ テ ィ ブ さ

ん） の養成 

SWC（ スマート ウェ ルネスコ ミ ュ ニティ ） 協議会※と 連携し なが

ら 、地域における健幸なまちづく り の推進役と なる健幸アンバ

サダー（ 歩
ポ

ジティ ブさ ん） を養成し 、さ ら なる健幸なまちづく

り を推進し ます。  

継続 
食生活改善推進員

等の活動の促進 

食生活改善推進員をはじ め、スポーツ推進委員などの食育・ 健

康づく り 分野やスポーツ分野などの団体について、健幸アンバ

サダー養成講座の受講を啓発し 、地域におけるさ ら なる活動の

活性化を図り ます。  
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健幸アン バサダーは「 情報を 心に届ける伝道師」 ！ 

 健幸アンバサダーは、 健康に関する正

し い知識などを 身近な人に伝える健康の

伝道師です。 生活の中で家族や近所の

人、 職場の人などに健康情報を「 心に届

く 情報と し て」 口コ ミ などで伝え、 皆の

心の花を 咲かせる 活動を行います。  

 

 

 

 

 

 

 

  

地域コ ミ ュ ニティ を活用し た口コ ミ による情報提供は、 無関心層のヘルスリ テラ シーを 向上さ

せ、 行動を変容さ せるき っ かけになり ます。  

 

 

健幸アンバサダーになっ て、 自身も 周囲の大切な人も 健幸に！ 

 健幸アンバサダーの養成カ リ キュ ラ ムを通じ て、 健幸アンバサダーの心得や心に届く 情報

伝達方法などを学び、 認定を受けます。 伝わる秘訣は、 健幸アンバサダー自身が健幸でいき

いき と 輝いて暮ら すこ と です。  

  

資料： SWC協議会 健幸アンバサダーパンフ レ ッ ト をも と に作成 
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 基本施策２   健康ポイ ント の普及・ 展開 

 

施策の方針 
  

〇健診受診やウェ ルネス事業への参加などを通じ た健康ポイ ント の付与によるイ ンセン

ティ ブを提供する機会を拡充し 、楽し みながら 自主的に行う 健康づく り を促進し ます。 

〇若い世代に対する制度の認知・ 普及に向け、 さ ら なる啓発や関連イ ベント でのポイ ン

ト 付与の企画の拡充を図り ます。  

 

 

評価指標 

項 目 現状値 
（ 2021 年度）  

2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 
（ 目標）  

7 0 歳以下の応募者割合
 

32. 1％ 35. 0％ 40. 0％ 45. 0％ 50. 0％ 

健康ポイント事業 応募件数 2, 349 件 2, 400 件 2, 450 件 2, 500 件 2, 550 件 

健康ポイント事業 協賛企業数  18 企業 18 企業 20 企業 22 企業 24 企業 

健康ポイント事業 

（地域行事・イベント・教室など）
4 件 10 件 15 件 20 件 23 件 

 

重点施策 

項 目 内 容 

新規 
健康ポイ ン ト 事業

デジタ ル化の推進 

デジタ ル技術を活用し 、 携帯端末などで健康ポイ ント を管理・

運用できるよう 、利便性の向上を図ると と も に、ポイ ント 利用

の拡充に努めます。  

継続 
健康ポイ ン ト 事業

の充実 

健診やイ ベン ト などのポイ ント 事業に積極的に参加し ても ら

える機会や、参加協賛企業をさ ら に増やすと と も に、関係機関

にポイ ント 事業への参加を積極的に呼びかけ、事業の充実を図

り ます。  

 

 

 

 

 

  



第４ 章 構想に関する施策の展開 
分野横断施策 ウェ ルネスシティ の構築に向けた分野横断的な取組 

33 

 基本施策３   ウェ ルネスイ ベント の普及・ 展開 

 

施策の方針 
  

〇ウェ ルネス事業による参加者を増やすため、 効果的な啓発を行う と と も に、 ウェ ルネ

スシティ に関係するイ ベント や事業の拡充を図り ます。  

〇「 市民の誰も が取り 組む健康づく り 」 のキャ ッ チフ レーズどおり 、市全体でウェ ルネス

シティ を進めていく イメ ージを広めていき ます。  

 

 

評価指標 

項 目 現状値 
（ 2021 年度）  

2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 
（ 目標）  

ウェルネスイベント 参加者数 3, 500 人 7, 000 人 9, 000 人 11, 000 人 13, 000 人 

ウェルネスイベント 件数 1 件 5 件 10 件 15 件 20 件 

 

重点施策 

項 目 内 容 

新規 

ウェ ルネスイ ベン

ト デジタ ル化の推

進 

居住場所などを勘案し 、オンラ イ ンでも 参加できるウェ ルネス

イ ベント も 開催し 、 いつでも・ どこ でも・ 誰でも 参加できる環

境をつく り 、 イ ベント 参加者の増加を図り ます。  

継続 
ウェ ルネスイ ベン

ト の実施 

「 市民の誰も が取り 組む健康づく り 」 をキャ ッ チフ レーズに、

子ども から 高齢者まで誰も が参加でき る ウェ ルネスイ ベン ト

を増やし 、 ウェ ルネスシティ の実現を図り ます。  
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 基本施策４   ラ ジオ体操の普及 

 

施策の方針 
  

〇住み慣れた地域でのふれあいや心身の健康増進を 目的に、 自治会やまちづく り 協議会

などの市民が主体と なり 、地域で声を掛け合い誘い合う こ と で運動の継続を図り ます。 

〇お互いのコ ミ ュ ニケーショ ンの促進、 地域のつながり 強化、 閉じ こ も り 防止や安否確

認など、ラ ジオ体操の継続による効果・ 効能を普及啓発し 、ラ ジオ体操の参加者や実施

箇所を増やし ます。  

 

 

評価指標 

項 目 現状値 
（ 2021 年度）  

2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 
（ 目標）  

おはよう ラジオ体操事業 実施箇所数 40 箇所 43 箇所 46 箇所 48 箇所 50 箇所 

おはよう ラジオ体操 参加者数 598 人 800 人 870 人 930 人 950 人 

 

重点施策 

項 目 内 容 

継続 
ラ ジオ体操事業の

推進 

地域全体の健康意識を高め、健康行動を起こ す人を増やし 、地

域のつながり を深めるため、関係団体と の連携のも と 、ラ ジオ

体操を はじ めるき っ かけと なる 取組や効果を 啓発する と と も

に、 市役所などの公共施設でも 継続し てラ ジオ体操を実施し 、

定期的に身体を動かす機会をつく り ます。  
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関連計画 

●ウェ ルネスシティ 宇陀市健康づく り 計画 

●宇陀市自殺対策計画 

●宇陀市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画 

●宇陀市国民健康保険 データ ヘルス計画 

基本方針１  魅力あふれる健幸のまち 

 

 基本施策１   デジタ ルを活用し た健康づく り の推進 

 

施策の方針 
  

〇自治体 DX※を推進し 、 健康づく り 分野での DXを推進し ます。  

〇健康ポイ ント 制度を はじ め、 デジタ ル技術を 活用し て健康づく り や健幸なまちづく り

を推進し ます。  

 

 

評価指標 

項 目 現状値 
（ 2021 年度）  

2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 
（ 目標）  

マイナンバー交付割合 47. 4％ 60. 1％ 100％ 100％ 100％ 

※マイナンバーカード交付円滑化計画より 

 

重点施策 

項 目 内 容 

新規 自治体 DXの推進 

市民目線に立っ た行政サービスの提供、働き 方改革などに向け

て、デジタ ル技術やデータ を活用し て業務改善を図り 、自治体

での DXを推進し 、 デジタ ル化による事業展開を図り ます。  

新規 
行政サービ ス・ 事

業のデジタ ル化 

健康づく り や健幸なまちづく り に関する取組の推進に向け、デ

ジタ ル技術を活用し 、 利用者の利便性の向上を図ると と も に、

効果的な事業展開を図り ます。  
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 基本施策２   健康×観光・ まちづく り の推進 

 

施策の方針 
  

〇食や運動・ スポーツなどの健康づく り と 連携・ 連動さ せながら 観光コ ンテンツを創出

し 、 人の流れを呼び込みます。  

〇観光や薬草などを活用し たまちづく り を通じ て、 市内外の人を 巻き込み関係人口の創

出・ 拡大を図り ます。  

 

 

評価指標 

項 目 現状値 
（ 2021 年度）  

2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 
（ 目標）  

観光入り込み客数 1, 083 千人 1, 591 千人
 

1, 650 千人
 

1, 708 千人
 

1, 766 千人
 

民間と 連携した薬草 PR 事業件数 未実施 5 件 10 件 12 件 15 件 
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関連計画 

●宇陀市過疎地域持続的発展計画       

●宇陀市観光基本計画            

●奈良県と 宇陀市のまちづく り に関する基本計画 

●史跡宇陀松山城跡保存整備基本計画 

●宇陀市松山伝統的建造物群保存地区保存計画 

●史跡森野旧薬園保存活用計画 

重点施策 

項 目 内 容 

新規 

スポーツによる 

まちづく り 事業 

の推進 

市内で実施するスポーツ大会やスポーツ合宿を誘致し 、交流人

口の増加や関係人口の創出を図り ます。  

継続 

歩き たく なる環境 

づく り 事業（ 観光）

の推進 

市内の多く の自然や、歴史文化の資源が豊かな、魅力のある観

光スポッ ト を 満喫でき る ウォ ーキン グコ ースやハイ キングコ

ースを作成し 、 健康づく り ができる機会を提供し ます。  

継続 
薬草めぐ り マッ プ

の活用 

薬草のまち宇陀と し て、訪れる市民や観光客に薬草の魅力を発

信するため、薬草めぐ り のマッ プなどを作成し 、プロモーショ

ンを行います。  

継続 

薬草を活用し た 

まちづく り 事業 

の推進 

薬草のまち宇陀と し て、民間と 連携し た薬草講演会や薬草を活

用し たワーク ショ ッ プなど、 薬草に係る各種イ ベント を行い、

市内外に薬草の魅力を発信し ます。  
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 基本施策３   歩き たく なる・ 訪れたく なるまちづく り の推進 

 

施策の方針 
  

〇外出の促進により 、 人々と の出会いや地域活動への参加機会が増えるこ と により 、 地

域のつながり を高めます。  

〇「 歩き たく なる・ 訪れたく なる環境づく り 」 に向け、 道路・ 公園などのイ ンフ ラ 整備や

地域公共交通の維持を図り ます。  

 

 

評価指標 

項 目 現状値 
（ 2021 年度）  

2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 
（ 目標）  

まちづく り協議会のイベント開催回数 10 回 10 回 18 回 20 回 22 回 

公園園路の LED 化公園数 2 公園 3 公園 3 公園 4 公園 5 公園 
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関連計画 

●宇陀市過疎地域持続的発展計画   

●宇陀市都市計画マスタ ープラ ン   

●宇陀市立地適正化計画 

●奈良県と 宇陀市のまちづく り に関する基本計画 

重点施策 

項 目 内 容 

新規 

ウェ ルネスウォ ー

ク ／地域でのウォ

ーキングの実施 

歩く 効果を推進し ながら 、地域の歩き やすいコ ースや季節、観

光場所を選び、関係機関や自治会、まちづく り 協議会などと 連

携し 、楽し みながら ウォ ーキングやイ ベント に参加する機会を

増やし ます。 また、 健幸アンバサダー（ 歩
ポ

ジティ ブさ ん） と と

も に歩く 機会や健康情報を共有し ます。  

新規 
地域公共交通 

の維持 

利便性の向上によ り いつまでも 健康で住み続けら れる まち に

向け、歩いて暮ら せるまちづく り を推進すると と も に、新たな

地域公共交通を模索し ます。  

新規 公園活用の促進 

子ども の健やかな成長や各世代の憩いの場、交流の場、心身の

健康づく り の場と し て、快適に利用できる公園・ 緑地の活用促

進に努めます。  

継続 
自転車道や歩道の 

環境整備 

歩道などの路面維持補修、街路樹や雑草などの適切な剪定・ 除

草を行う と と も に、歩道面の着色による明示や安全柵などの設

置を行い、歩き やすい環境整備を進めます。 また、 景観と 調和

し た看板の設置など、 歩き たく なる 道づく り を 進める と と も

に、 自転車で周遊できる環境づく り を進めます。  

継続 
公園園路 LED化の 

改修 

公園を目的地と し たウォ ーキングの促進、公園園路を利用し た

基礎体力づく り の源になるウォ ーキングを 夜間も 実施でき る

よう 園内照明の時間延長と 省電力 LED 化の機器更新を進め、

わずかな夜間の時間を 利用し てウォ ーキングなどができ る よ

う にし ます。  
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基本方針２  元気あふれる健幸のまち 

 

 基本施策１   食育の推進 

 

施策の方針 
  

〇幼稚園・ 保育園・ こ ども 園・ 小中学校における「 食育推進計画」 と の整合性を図り 、 子

ども のこ ろ から の食に関する知識を身につけ実践への関わり を深めます。  

〇規則正し く 栄養バラ ンスのと れた食事を楽し い食事の機会と し ながら 身につけ、 生涯

にわたり 健全な心身を培い、豊かな人間性を育むこ と ができ る食育活動を推進し ます。 

 

 

評価指標 

項 目 現状値 
（ 2021 年度）  

2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 
（ 目標）  

学校給食での地元産野菜の利用割合 32. 9％ 35. 0％ 35. 0％ 35. 0％ 35. 0％ 

肥満の児童・生徒の割合 

 小５男子 

 小５女子 

 中２男子 

 中２女子 

13. 2％ 

（ 県） 11. 7％ 

（ 国） 13. 1％ 

10. 8％ 

（ 県） 8. 0％ 

（ 国） 8. 9％ 

6. 8％ 

（ 県） 9. 2％ 

（ 国） 10. 0％ 

6. 5％ 

（ 県） 6. 1％ 

（ 国） 7. 1％ 

12. 6％ 

10. 3％ 

6. 3％ 

6. 1％ 

12. 0％ 

9. 8％ 

5. 8％ 

5. 7％ 

11. 4％ 

9. 3％ 

5. 3％ 

5. 3％ 

11. 0％ 

9. 0％ 

5. 0％ 

5. 0％ 

小鉢 1 杯の野菜を食べる回数が毎食

の人の割合 
25. 7％ 26. 2％ 26. 8％ 27. 4％ 28. 0％ 
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関連計画 

●ウェ ルネスシティ 宇陀市健康づく り 計画 

●宇陀市国民健康保険 データ ヘルス計画 

●宇陀市子ども ・ 子育て支援事業計画 

●宇陀市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画 

 

重点施策 

項 目 内 容 

新規 
学校を 通じ た食育

の推進 

学校給食センタ ーを新設し 、安全で安心な学校給食を提供する

と と も に、正し い食生活の啓発、地産地消を進め地域の野菜生

産者などから 食文化などを学ぶ機会を提供し ます。また、オー

ガニッ ク ビレッ ジの取組と 学校が連携し 、 食育を推進し ます。 

継続 
栄養バラ ン スの良

い食生活の啓発 

広報やホームページ、 教室やサロン、 イ ベント 、 乳幼児健診、

保健指導などの際に啓発をし ます。また市民から 食事内容や栄

養についての相談に応じ ます。  

継続 減塩の推進 

食品に含まれる食塩相当量や減塩のコ ツ などの情報提供につ

いて、広報やホームページ、う だチャ ン 11、教室やサロン、イ

ベント 、 乳幼児健診、 保健指導などを通じ て行います。 地域巡

回などでの講座でみそ汁の塩分チェ ッ ク を行い、減塩を意識す

るよう 啓発し ます。  

継続 
野菜摂取量の増加

促進 

１ 日の野菜の目標摂取量や野菜を たっ ぷり 食べる方法につい

て、 広報やホームページ、 う だチャ ン 11、 ク ッ キングレシピ

集を通じ て普及啓発し ます。また、オーガニッ ク ビレッ ジの取

組と 連携し 、 野菜摂取量の増加を図り ます。  
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 基本施策２   健康づく り の推進 

 

施策の方針 
  

〇正し い生活習慣を柱にし た健康づく り により 、 疾病の発症予防をはじ め、 合併症の発

症や症状の進行などの重症化予防を重視し た取組を推進し ます。  

〇不安や悩みを 相談でき 、 いき いき と 自分ら し く 生き るために、 働き 盛り の世代への支

援をはじ め、 こ こ ろ の健康づく り など、 予防による取組を強化し ます。  

〇妊娠・ 出産期から の親子の健康づく り を支援し 、 子ども の健やかな成長と より 良い生

活習慣の形成を実現し 、 生涯を通じ た健康づく り を推進し ます。  

 

 

評価指標 

項 目 現状値 
（ 2021 年度）  

2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 
（ 目標）  

身体活動実施者の割合 

男性 

女性 

45. 30％ 

（ 県） 43. 8％ 

40. 40％ 

（ 県） 42. 1％ 

46. 30％ 

41. 40％ 

45. 70％ 

42. 40％ 

48. 30％ 

43. 40％ 

49. 30％ 

44. 40％ 

特定健診受診率 
35. 8％ 

（ 県） 33. 3％ 
36. 0％ 37. 5％ 39. 0％ 40. 0％ 

特定保健指導実施率 
44. 4％ 

（ 県） 18. 7％ 
50. 0％ 54. 0％ 58. 0％ 60. 0％ 

がん検診受診率 

 胃がん 

 大腸がん 

14. 7％ 

（ 県） 8. 0％ 

21. 2％ 

（ 県） 16. 4％ 

20. 0％ 

22. 0％ 

22. 0％ 

24. 0％ 

24. 0％ 

26. 0％ 

26. 0％ 

28. 0％ 

自殺死亡率（人口 10 万対） 

17. 1 

（ 県） 15. 2 

（ 国） 16. 4 

15. 5 14. 0 12. 5 11. 0 

8 0 歳で 2 0 本以上自分の歯がある人

の割合( 7 5 歳～8 5 歳)  

56. 5％ 

（ 県） 63. 4％ 

（ 国） 51. 2％ 

57. 0％ 57. 5％ 58. 0％ 58. 5％ 

この地域で子育てしたいと 思う 親の割合 

4 -5 か月 

 １歳６か月 

 ３歳 

96. 1％ 

（ 県） 95. 1％ 

（ 国） 95. 4％ 

97. 7％ 

（ 県） 95. 9％ 

（ 国） 95. 4％ 

94. 9％ 

（ 県） 96. 1％ 

（ 国） 95. 7％ 

97. 0％ 

98. 0％ 

95. 0％ 

97. 0％ 

98. 0％ 

95. 0％ 

97. 0％ 

98. 0％ 

95. 0％ 

97. 0％ 

98. 0％ 

95. 9％ 
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関連計画 

●ウェ ルネスシティ 宇陀市健康づく り 計画 

●宇陀市自殺対策計画 

●宇陀市国民健康保険 データ ヘルス計画 

●宇陀市子ども ・ 子育て支援事業計画 

●宇陀市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画 

重点施策 

項 目 内 容 

継続 身体活動の推進 

いつまでも 元気に動く こ と ができる身体づく り に向けて、情報

発信と 運動に対する意識向上のための支援、運動媒体と 健康チ

ェ ッ ク の充実、介護予防事業と 連携を持っ た運動分野における

フ レイ ル※予防の促進に取り 組みます。  

継続 

生活習慣病の予防

と 重症化予防の推

進 

良い生活習慣による疾病予防と 重症化防止に向け、COPD・ 適正

飲酒などの普及啓発や禁煙・ 適正飲酒支援と いっ たたばこ・ 飲

酒対策、 健（ 検） 診受診勧奨や健（ 検） 診体制の充実、 生活習

慣病の普及啓発、 重症化予防のための受診勧奨・ 保健指導・ 保

健相談などに取り 組みます。  

継続 
こ こ ろ の健康 

づく り  

誰も が自殺に追い込まれるこ と なく 、健康な心で暮ら すこ と が

でき るよう 、働き 盛り 世代への支援、こ こ ろ の健康づく り や自

殺予防の周知啓発、ゲート キーパーなどの支援者の育成、庁内

及び市内、専門機関などと の連携によるネッ ト ワーク の強化に

取り 組みます。  

継続 
歯と 口の 

健康づく り  

生涯自分の歯でおいし く 食べ、楽し く し ゃ べるこ と ができるよ

う 、子ども の頃から のむし 歯予防対策をはじ め、かかり つけ歯

科医によ る定期的なチェ ッ ク や若年世代から の定期的な歯科

健診の実施などによる歯周病予防対策、 口腔機能の向上や嚥

下、咀嚼機能の維持向上と いっ たオーラ ルフ レイ ル対策に取り

組みます。  

継続 
親と 子の健康 

づく り  

すべての子ども が健やかに育つこ と ができ るよう 、相談し やす

い体制づく り をはじ め、子ども の健康なこ こ ろと 体の基礎づく

り の支援、 子育て世代包括支援センタ ー※の機能の充実や子ど

も 家庭総合支援拠点※と の連携を 通じ た切れ目のない支援に

取り 組みます。  
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 基本施策３   子ども たちの運動・ スポーツ活動の推進 

 

施策の方針 
  

〇子ども たちが運動に親し み、 身体を動かす習慣を 確立するこ と ができ るよう 、 部活動

だけでなく 、 学校・ 地域などと も 連携し ながら 、 いつでも・ どこ でも・ 誰でも 運動にか

かわるこ と ができ る機会をつく り ます。  

〇幼稚園・ 保育園・ こ ども 園・ 家庭が意識し 、 遊びを通し て、 のびのびと 多様な動き を獲

得でき るよう 取組を進めます。  

 

 

評価指標 

項 目 現状値 
（ 2021 年度）  

2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 
（ 目標）  

運動能力平均評定値（５歳児） - - 3. 25 3. 25 3. 25 

体力合計点平均値（小学校 5 年） 

 男 

 女 

53. 18 点 

（ 県） 52. 44 点 

（ 国） 52. 52 点 

55. 09 点 

（ 県） 54. 24 点 

（ 国） 54. 64 点 

53. 4 点 

55. 2 点 

53. 6 点 

55. 3 点 

53. 8 点 

55. 4 点 

54. 0 点 

55. 5 点 

体力合計点平均値（中学校 2 年） 

 男 

 女 

43. 58 点 

（ 県） 42. 14 点 

（ 国） 41. 18 点 

48. 85 点 

（ 県） 49. 26 点 

（ 国） 48. 56 点 

44. 7 点 

48. 9 点 

44. 8 点 

49. 0 点 

44. 9 点 

49. 1 点 

44. 0 点 

49. 2 点 
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関連計画 

●ウェ ルネスシティ 宇陀市健康づく り 計画  ●宇陀市生涯学習振興指針 

●宇陀市子ども ・ 子育て支援事業計画    ●宇陀市学校教育の指導方針 

●宇陀市教育大綱             ●宇陀市スポーツ施設等個別施設計画 

重点施策 

項 目 内 容 

新規 
スポーツ教室 

・ イ ベント の実施 

ト ッ プアスリ ート を招へいし た教室の開催、小学生を対象と し

た水泳教室や市スポーツ少年団の紹介などにより 、子ども たち

の体力向上と 健全育成を図り ます。また、市民マラ ソ ン大会や

市民スポーツ大会を通じ て、心身の健康・ 体力の増進と あわせ

て生涯を通じ たスポーツ活動の振興を図り ます。  

新規 
生涯スポーツ環境

の整備 

広く 市民のスポーツ活動や健康づく り・ レク リ エーショ ンの場

と し て活用さ れている市内社会体育施設については、ユニバー

サルデザイ ン化し た施設整備に取り 組みます。 また、 市外・ 県

外から の関係人口を拡大し 、地域活性化につながるよう 整備に

努めます。  

継続 

「 早寝・ 早起き 

・ 朝ごはん」 運動 

の推進 

子ども たちが適切な運動、 調和のと れた食事、 十分な休息・ 睡

眠と いっ た運動習慣や生活習慣を 身につけるこ と ができ る よ

う 、「 早寝・ 早起き ・ 朝ごはん」 運動を普及啓発し 、 運動を実

践し ます。  

継続 
う だ子ども 元気 

体操事業の推進 

子ども たちが楽し みながら 、 体力を 向上するこ と ができ る よ

う 、 市と 畿央大学が共同作成し た「 う き う き ダンス」 の普及と

活用を図り ます。  

継続 

う だ子ども 元気づ

く り プロジェ ク ト

の推進 

体育指導員の指導のも と 、楽し く 体を動かせる運動遊びや、発

達の特性に応じ た遊びなどを 幼児教育のカ リ キュ ラ ムに取り

入れ、 子ども の運動能力の基礎づく り に取り 組みます。  

継続 

「 体力向上プラ ン

ニン グシート 」 に

よる分析 

児童・ 生徒の体力向上に向けて、今後も 小学校における休み時

間の外遊びの励行や体育の時間の充実を図ると と も に、小学校

の体力測定時の中学校・ 高等学校の体育科教員による測定支援

事業を継続し ます。  

継続 
中学生の体育授業 

改善 

中学生の運動習慣の確立に向け、体育の授業において体を動か

すこ と の楽し さ を感じ ら れるよう に授業の改善を進めます。ま

た運動の楽し さ を味わい、運動が苦手な生徒も 大いに活躍でき

る成功体験や充足感を感じ ら れる授業の展開をめざし ます。  

継続 
子ども の健全な 

体づく り の推進 

生涯にわたり スポーツに親し めるよう 、食育や健康安全教育と

も あわせ、子ども たちの健全な精神、健全な体づく り を推進し

ます。  
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 基本施策４   介護予防の推進 

 

施策の方針 
  

〇地域住民が受け手と し て、 また支え手と し て事業に参加でき る身近な地域での介護予

防事業を展開すると と も に、 まち全体でも 介護予防事業に取り 組み、 元気な高齢者を

増やし ます。  

〇「 閉じ こ も り 」 や「 虚弱」 な状態と なっ た高齢者が、 楽し みになるよう な生き がい活動

の場と し ての介護予防事業への参加を促進し ます。  

 

 

評価指標 

項 目 現状値 
（ 2021 年度）  

2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 
（ 目標）  

要介護認定率 

20. 0％ 

（ 県） 19. 0％ 

（ 国） 18. 9％ 

19. 9％ 20. 1％ 20. 5％ 20. 7％ 

友人・知人と 会う 機会が週に 1 回以上

の割合 

（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査） 

37. 0％ 

( 2020)  
- 

50. 0％ 

（ 目標）  
- - 

※要介護認定率は、「宇陀市高齢者保健福祉計画及び第８期介護保険事業計画」より引用。 

※「友人・知人と 会う 機会が週に 1 回以上の割合」は 3 年ごと に行う アンケート調査から把握するため、2 0 2 3 年

度を最終目標年度と します。 
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関連計画 

●ウェ ルネスシティ 宇陀市健康づく り 計画 

●宇陀市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画 

 

重点施策 

項 目 内 容 

新規 

保健事業と 介護予

防の一体化事業の

推進 

高齢者の健康増進及びフ レイ ル予防を目的と し て、庁内関係課

をはじ め、医療・ 介護に関する関係機関と 協働のも と 、 保健事

業と 介護予防の一体的な実施に努めます。  

継続 
介護予防把握事業 

の推進 

「 閉じ こ も り 」 や「 虚弱」 な状態と なっ た高齢者を早期に発見

し 、心身と も に虚弱の原因と なっ た生活習慣や生活環境などを

アセスメ ント し ます。 また、 民生児童委員・ 自治会・ まちづく

り 協議会・ 医師会・ 本人家族から の相談など、 多様な情報収集

により 必要な対象者に介護予防事業や「 住民主体の通いの場」

など、 生き がい活動の場につなげます。  

継続 

宇陀市通所型サー

ビ ス Ｃ ( 短期集中

予防サービス)『 マ

ダヤール』 の推進 

事業対象者に３ ～６ か月の短期間、 運動・ 栄養・ 口腔などの要

素を組み合わせたプログラ ムを集中的に提供し 、主体的な健康

づく り や介護予防につなげます。  

継続 
いき いき百歳体操 

の推進 

「 いき いき百歳体操」 を週１ 回以上実施するこ と で、高齢者の

介護予防活動を促進し 、地域で自立し た生活を送る元気な高齢

者の増加及び体操を 通じ た高齢者を 支え合う 地域づく り を 進

めます。  
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 基本施策５   生き がいづく り の推進 

 

施策の方針 
  

〇介護予防事業やサロン活動などを通じ て、高齢者相互の見守り や助け合い活動により 、

地域のつながり を深めます。  

〇趣味や文化活動、 運動に親し むこ と ができ る機会を提供すると と も に、 参加者のコ ミ

ュ ニケーショ ンを図る場と なる公民館を通じ た生き がいづく り 活動を推進し ます。  

 

 

評価指標 

項 目 現状値 
（ 2021 年度）  

2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 
（ 目標）  

趣味がある人の割合 

（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査） 

74. 1％ 

( 2020)  
- 

80. 0％ 

（ 目標）  
- - 

生きがいがある人の割合 

（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査） 

60. 7％ 

( 2020)  
- 

65. 0％ 

（ 目標）  
- - 

※両項目と もに 3 年ごと に行う アンケート調査から把握するため、2 0 2 3 年度を最終目標年度と します。 
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関連計画 

●ウェ ルネスシティ 宇陀市健康づく り 計画 

●宇陀市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画 

●宇陀市生涯学習振興指針 

重点施策 

項 目 内 容 

継続 
高齢者の生き がい

づく り の推進 

シルバー人材センタ ーや老人ク ラ ブ連合会、生涯学習などの活

動を通じ て、高齢者の社会参加を促進し 、健康づく り や生き が

いづく り を推進し ます。  

継続 
いき いきサロン 

の拡充 

今後も さ ら なる市民への周知を行う と と も に、活動継続への支

援に努めます。 また、 地域格差を解消でき るよう 、 新規のいき

いき サロン開設に向けて取り 組みます。  

継続 
公民館主催講座 

の拡充 

参加し やすい環境と 年齢層にあっ た内容の充実に取り 組み、市

民の学習ニーズに即し た講座や研修会を開催し 、生き がい発見

をサポート し ます。  

継続 

公民館で活動する

自主グループ 

への活動支援 

自主グループの活動の活性化に向けて、発表の場や自主運営な

ど、 継続し た活動ができるよう 支援し ます。  

継続 
社会教育推進講座 

の拡充 

講師の紹介やまち づく り 協議会が行う 講座などに対する支援

を行います。  
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基本方針３  活気あふれる健幸のまち 

 

 基本施策１   企業等産業分野と の連携による健康づく り の推進 

 

施策の方針 
  

〇関連事業や包括連携協定の締結を 通じ て、 民間企業と 連携し ながら 、 健康づく り やま

ちづく り を進めます。  

〇民間企業の健康宣言や健幸アンバサダー（ 働く 歩
ポ

ジティ ブさ ん） の配置を促進し 、本市

の健幸なまちづく り に賛同する企業を増やし 、 市全体での健幸なまちづく り を推進し

ます。  

 

 

評価指標 

項 目 現状値 
（ 2021 年度）  

2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 
（ 目標）  

公民連携まちづく りプラットフォーム 

参加団体数 
未実施 30 団体 50 団体 70 団体 80 団体 

健康宣言事業所数 12 箇所 25 箇所 50 箇所 65 箇所 80 箇所 

企業版健幸アンバサダー（働く 歩
ポ

ジテ

ィ ブさ ん）設置事業所数 
0 箇所 0 箇所 2 箇所 5 箇所 10 箇所 
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関連計画 

●ウェ ルネスシティ 宇陀市健康づく り 計画 

●宇陀市男女共同参画計画 

●宇陀市子ども ・ 子育て支援事業計画   

●宇陀市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画 

重点施策 

項 目 内 容 

新規 

公民連携による 

健幸なまちづく り  

の推進 

公民連携まち づく り プラ ッ ト フ ォ ームへの企業などの参加を

促進し 、 地域資源を活用し た健幸なまちづく り を推進し ます。

企業などと 連携し ながら 、がん検診などへの参加者の利便性を

向上し 、受診率の向上や事業参加者の増加を図ると と も に、健

康に関する情報の提供など、企業を通じ て働き盛り 世代にアプ

ローチし ます。  

新規 
企業における 

健康宣言の促進 

健康経営への第一歩と なる「 健康宣言」 に参加し た事業者に対

し て、市から 出前講座や広報などを通じ て健康サポート を行い

ます。  

新規 

企業版健幸 

アンバサダー 

（ 働く 歩
ポ

ジティ ブ

さ ん） の普及 

健康経営や従業員の健康づく り などを 積極的に推進する企業

に対し て、 企業版健幸アンバサダー（ 働く 歩
ポ

ジティ ブさ ん） を

任命する仕組みを構築・ 普及し 、企業と 連携し た健幸なまちづ

く り を推進し ます。  
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健康度の向上だけでなく 、 地域経済も 活性化！ 

 健幸アンバサダーの養成や活動を通じ て、 住民の健康意識やヘルスリ テラ シーが向上し 、

行動変容が進むだけでなく 、 企業においては、 社員のヘルスリ テラ シーの向上、 企業のイ メ

ージやブラ ンド 力のアッ プ、 社員の業務へのモチベーショ ンアッ プなど、 社会全体に健幸の

好循環が生まれます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  資料： SWC協議会 健幸アンバサダーパンフ レ ッ ト をも と に作成 
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関連計画 

●宇陀市過疎地域持続的発展計画 

●宇陀市地域福祉計画及び地域福祉活動計画 

 基本施策２   地域組織の連携強化 

 

施策の方針 
  

〇自治会やまちづく り 協議会の活動を進め、 互助・ 共助の力により 住みよい地域の実現

に向けて地域課題の解決に取り 組みます。  

〇地域住民の自主的な活動を促進し 、 生き がいの創出や地域への愛着を 深め、 活力ある

地域づく り を進めます。  

 

 

評価指標 

項 目 現状値 
（ 2021 年度）  

2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 
（ 目標）  

健幸なまちづく り賛同まち協割合 50％ 50％ 50％ 55％ 55％ 

地域組織の連携事業数 未実施 1 事業 2 事業 3 事業 4 事業 

まちづく り協議会による取組件数 181 件 185 件 190 件 195 件 200 件 

市やまちづく り協議会 SN S フォロワー数 4, 019 件 4, 400 件 4, 500 件 4, 600 件 4, 700 件 

近所に頼みごと ができる高齢者の割合 

（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査） 

26. 6％ 

（ 2020）  
- 

30. 0％ 

（ 目標）  
- - 

※「近所に頼みごと ができる高齢者の割合」は 3 年ごと に行う アンケート調査から把握するため、2 0 2 3 年度を最

終目標年度と します。 

 

重点施策 

項 目 内 容 

新規 

地域における 健幸

なまちづく り の 

促進 

健幸なまちづく り に取り 組んでいるまちづく り 協議会などを募

集し 、促進し ます。また、 まちづく り 協議会などが行う 健幸なま

ちづく り の取組をホームページや広報などを通じ て周知し ます。 

新規 
地域組織の連携 

促進 

地域ごと の取組を共有すると と も に、地域を横断し た取組が可

能と なるよう 、 自治会、 まちづく り 協議会、 自主防災組織など

に関連する庁内関係課が会議などを通じ て連携し 、地域組織の

連携の仕組みを構築し 、 促進し ます。  

継続 
まち づく り 協議会

の活動促進 

自助・ 互助・ 共助の力を結集し 、 地域のつながり を深め、 住民

やまちづく り 協議会の自主的な活動の展開を促進し ます。  
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 基本施策３   地域の見 守り 体制の強化 

 

施策の方針 
  

〇高齢者などを 地域で見守るための仕組みを構築し 、 地域による日ごろ から の見守り 活

動を推進し ます。  

〇生活支援サービスを 担う 多様な事業主体と 連携し ながら 、 日常生活上の支援体制の充

実・ 強化及び高齢者や障がいのある人の社会参加の促進を一体的に図り ます。  

 

 

評価指標 

項 目 現状値 
（ 2021 年度）  

2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 
（ 目標）  

生活支援取組活動箇所数 2 箇所 2 箇所 3 箇所 4 箇所 5 箇所 

高齢者等サポート隊団体数 13 団体 13 団体 14 団体 14 団体 15 団体 

避難行動要支援者登録制度該当者登録

割合 
44. 21％ 45. 78％ 50. 0％ 50. 0％ 50. 0％ 

こども 食堂設置箇所数 4 箇所
 

6 箇所
 

6 箇所
 

6 箇所
 

6 箇所
 

 

重点施策 

項 目 内 容 

新規 
ラ イ フ サポータ ー

養成講座の実施 

養成講座の開催を通じ て、地域で活動するラ イフ サポータ ーを

養成し 、高齢者や障がいのある人などの日常生活での困り ごと

に対し て生活援助を行う こ と により 、地域での暮ら し を支える

仕組みを構築し ます。  

新規 
知っ てあんし ん 

認知症講座の開催 

認知症になっ ても 安心し て暮ら せる地域づく り に向け、通いの

場での認知症講座の開催や認知症予防の体操などを 普及し ま

す。またその受講者がさ ら に他の人に波及さ せ、認知症への理

解と 認知症の人を地域で支える機運を高めます。  

新規 
避難行動要支援者

対策の推進 

災害時における避難行動要支援者の安全を確保するため、避難

行動要支援者名簿の更新、個別計画の作成、支援体制のネッ ト

ワーク づく り などを推進し ます。  

新規 
子ども の見守り  

体制の強化 

子ども の健やかな成長に向け、様々な不安や悩みの把握や子育

て支援に関する情報提供により 、孤立する子育て家庭の把握や

児童虐待の未然防止、 必要に応じ たサービス提供を行います。 
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関連計画 

●宇陀市地域福祉計画及び地域福祉活動計画       

●宇陀市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画     

●宇陀市子ども ・ 子育て支援事業計画 

●宇陀市障がい者計画 

●宇陀市地域防災計画 

項 目 内 容 

新規 
こ ども 食堂の推進

支援 

食事や学習、地域住民と の交流などを通し て子ども が安心し て

過ごせる「 居場所」 づく り に向けて、 団体が運営する子ども 食

堂の運営を支援し 、地域全体で子ども たちを見守る環境づく り

を進めます。また、地元の有機農業者と 連携し ながら 有機野菜

を提供し 、食育や地産地消をはじ め、フ ード ロスの削減につな

げます。  

継続 

生活支援コ ーディ  

ネータ ー（ 地域支

え合い推進員） の

拡充 

地域でのニーズと 資源を把握し 、地域なら ではの新たな生活支

援サービスを創出し て、住民同士の助け合い・ 支え合いの輪を

広げる活動づく り を支援し ます。また、第２ 層を中心に支え合

い活動の担い手を拡充し ます。  

継続 

高齢者等見守り 隊

（ お知ら せ隊・ サ

ポート 隊） の推進 

地域でのつながり の再構築や日常生活における「 顔の見える関

係づく り 」 をめざし 、 今後も「 高齢者等見守り 隊」 の活動につ

いて、 自治会、 まちづく り 協議会、地域ボラ ンティ アなどの協

力のも と 周知すると と も に、 活動を推進し ます。  
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 基本施策４   医療と 介護の連携強化 

 

施策の方針 
  

〇「 在宅医療」 を提供する地域の診療所と 、その後方支援と なる入院医療機関が役割を持

っ て、 切れ目なく 連携し 、 必要な医療提供体制を構築し ます。  

〇退院支援や入院時の支援の充実、 切れ目のない継続的な医療体制の整備などに向け、

多職種連携や移動診療車により 対応できる体制を構築し ます。  

 

 

評価指標 

項 目 現状値 
（ 2021 年度）  

2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 
（ 目標）  

移動診療車による医療受診者数 未実施 450 人 600 人 700 人 750 人 

在宅での看取り加算算定者数（月平均） 
5. 8 人 

（ 2020）  
6. 0 人 6. 2 人 6. 4 人 6. 6 人 

在宅ターミ ナルケア加算の算定者数（月平均） 
6. 8 人 

（ 2020）  
7. 0 人 7. 2 人 7. 4 人 7. 6 人 

多職種連携研修会開催数 11 回 14 回 14 回 14 回 14 回 

 

重点施策 

項 目 内 容 

新規 
移動診療車によ る

医療の提供 

宇陀市内の医療機関が減少し ている地域において、移動診療車

によ る定期的な診察や検査、 特定健診などを 行う こ と を 通じ

て、第 1 次医療体制の安定化をはじ め、市民の健康維持や地域

住民のコ ミ ュ ニティ の推進を図り ます。  

新規 
適正受診に関する 

普及啓発の実施 

必要な人の医療受診や、必要性に応じ た医療機関の受診を推奨

すると と も に、かかり つけ医を持つこ と を普及するなど、適正

受診に向けた啓発・ 取組を 様々な機会を通じ て行います。  

継続 

多職種参加型の在

宅医療に関する研

修会の開催／地域

包括ケアシステム

について市民への

啓発講演会の開催 

病院と 診療所の連携会議、医療と 介護に関わる多職種連携を推

進する会議や研修を開催し ます。 また、 市民へは、 在宅医療・

介護に関する相談支援の窓口と なると と も に、在宅療養におけ

る 治療や看取り などについての理解を 深めるための啓発を 行

います。  
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関連計画 

●宇陀市過疎地域持続的発展計画 

●ウェ ルネスシティ 宇陀市健康づく り 計画   

●宇陀市自殺対策計画 

●宇陀市地域福祉計画及び地域福祉活動計画 

●宇陀市高齢者保健福祉計画・ 介護保険事業計画 

●宇陀市子ども ・ 子育て支援事業計画 

項 目 内 容 

継続 
在宅医療・  

介護連携の推進 

マニュ アルやアンケート をも と に実施・ 評価を行いながら 、医

療と 介護が連携し 、 病院から 地域へのシームレス※な在宅移行

ができ 、介護が必要な人が安心し て病院への入退院、在宅療養

ができ る環境づく り を推進し ます。  

継続 

宇陀地域医療介護

連携 I CT 推進事業

（ 宇 陀 け あ ネ ッ

ト ） の推進 

宇陀けあネッ ト での情報共有により 、さ ら なる効果的・ 効率的

な医療介護サービスが提供でき るよう 、引き 続き市民や関係施

設に啓発し ます。 また、 医療機関を受診し ておら ず、 介護サー

ビスも 受けていない子育て世代に対し 、 救急時や災害時など、

将来に役立てら れるよう 、 参加を促進し ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


